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本学では、昨年４月の国立大学法人化を契機
に、教育研究活動、医療活動、経営方針等につ
いて、学外の有識者から助言や勧告をいただく
ことを目的として「滋賀医科大学 学外有識者
会議」を設置しました。
本年度は、去る２月４日(金)管理棟大会議室
において、次の10名の委員の方々にご出席を
いただき開催いたしました。
学長挨拶の後、馬場理事から本年度の大学運
営上の重点取組み分野について、森田理事から
医学部附属病院の再開発計画について、また、
村山理事から滋賀医科大学における経営改革に
ついて説明を行いました。
各委員からは、病院の経営改善や未収金対策､
医療費の抑制、学生の地域活動への参加、効率
化係数(－1％)に係る運営費交付金減額対策、
看護学科における臨床研究、女性の労働環境の
改善等、今後の大学運営に対して有益なご意見
が寄せられました。
各委員からの貴重なご提言を今後の大学運営
に活かしていきたいと考えております。
滋賀医科大学 学外有識者会議を開催
学外有識者会議　委員
大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
総合地球環境学研究所長　　日　高　敏　隆
滋賀県知事　　　　　　　　國　松　善　次
大津市長　　　　　　　　　目　片　　　信
草津市長　　　　　　　　　伊　庭　嘉兵衛
(社）滋賀県医師会長　　　　山　敷　祐　亮
(社）滋賀県看護協会長　　　藤　井　淑　子
長浜バイオ大学長　　　　　下　西　康　嗣
(社）滋賀県経済産業協会長　小　林　　　徹
滋賀県環境生活協同組合理事長　　　　　
藤　井　絢　子
滋賀医科大学同窓会副会長　金　子　　　均
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滋賀医科大学助講会では、これまで本学にお
ける研究の一層の発展を目指し、特に若手の研
究者を中心に、滋賀医科大学シンポジウムを企
画し開催してきました。
今回で22回目を迎えるこのシンポジウムを、
本年度は特別に「開学30周年記念・滋賀医科大
学シンポジウム」として、去る２月16日(水)に
開催しました。
当日は、吉川学長の挨拶に続き、4つのセッ
ションで11名の先生方の講演が行われました。
いずれのセッションでも異なった分野の研究内
容に関して講演者と参加者の間で熱心なディス
カッションが行われました。
☆セッション１　
座長　黒川　清　助教授（解剖学第二講座）
「糖尿病とインスリン抵抗性」
前 川　 聡　講師（内分泌代謝内科)
「インスリン陽性細胞」
小島 秀人　助教授（放射線基礎医学講座)
☆セッション２
座長　和田　厚幸　講師（循環器内科）
「循環器疾患予防のための疫学研究
　　－危険因子の交互作用と予測力の推移」
宮松　直美　助教授（臨床看護学講座)
「循環器疾患予防のための疫学研究
　　－新しい危険因子と介入研究の推進」
岡村　智教　助教授（福祉保健医学講座)
「心臓発生と心奇形発生のメカニズム
　　　－心奇形モデル動物を用いての検討－」
中川　雅生　講師（小児科/治験管理センター)
☆セッション３　
座長　石田　哲夫　助教授（生化学第一講座)
「Nanotechnology in SUMS
　　－私の研究戦略」　
小松　直樹　助教授（生命科学講座 化学)
「脳の拡散Tensor磁気共鳴画像法－画像処理  　
　　　による潜在的な情報の取り出しとその応用－｣
井藤　隆太　講師（放射線医学講座)
「Aβ生成を標的としたAlzheimer病の
　　新たな治療戦略」
西村　正樹　助教授（分子神経科学研究センター)
開学30周年記念
滋賀医科大学シンポジウムを開催
☆セッション４
座長　伊藤　靖　助教授（病理学第二講座）
「ES細胞におけるsiRNAを用いた
　　遺伝子発現制御」
高田　達之　助教授（動物生命科学研究センター)
「粘膜免疫からみた炎症性腸疾患の
　　病態と治療の進歩」
安 藤　 朗　講師(学内)(内科学講座 消化器内科)
「RBICCI：細胞増殖、細胞死、
　　蛋白合成、その統合制御系」
茶野　徳宏　助教授（臨床検査医学講座)
企画準備
助講会世話人代表　垰田和史 助教授(予防医学講座)
シンポジウム準備委員会
井上寛一助教授（微生物学講座）　　　　　　
相見良成助教授（分子神経科学研究センター）
茶野徳宏助教授（臨床検査医学講座）　　　　
宮松直美助教授（臨床看護学講座）　　　　　
礒野高敬助教授（実験実習機器センター）　　
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去る２月21日(月)、臨床講義棟２階臨床講義
室３において、昨年4月の国立大学法人化から
間もなく１年を経過することを踏まえ、これま
で実施した大学運営の状況について本学役員か
ら教職員に説明するため､「国立大学法人化後
の本学の諸活動について」と題し、法人化後初
めての全学集会を実施しました。
当日は、約120名の参加を得て、吉川学長か
ら「法人化１年の歩み－総括－」として説明が
ありました。引き続き、馬場理事から｢教育・
研究｣、森田理事から「病院再開発｣、村山理事
から「経営及び産学連携等についての取組み｣
について報告を行いました。
参加者からは、病院再開発にかかる病院運営
上の収支見込み、事務組織の改組、学長選考等
に関しての質問や意見が相次ぎ、それぞれにつ
いて担当者が説明を行い、2時間を超える全学
集会を終了しました。
法人化後初めての全学集会を開催
トピックス
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研究者を目指しながら何時から教師になった
のかと思い悩みつつ、ついに定年を迎える事に
なりました。17年間にわたり滋賀医大で、曲が
りなりにも教師を勤めおおせたのは、先輩、同
僚の先生方のご支援とご協力のお蔭と思ってい
ます。特に、ここ数年来の教育カリキュラムの
改変は、研究者志向がくすぶり続ける私にとっ
ては馴染み難いものでした。
よく想うのですが、教師の仕事を船頭稼業と
はうまく言ったものだと感心します。毎年新
しい学生達を小舟にのせて、対岸の渡し場まで
送り届けては、また元の渡し場まで戻る。その
間、櫓を操りながら学生達の話に耳を傾け、目
では川岸や水面の折々の変化を楽しむことがで
きる。このあとの方の行為が教師の研究行為に
あたるものですが、あまり夢中になると舟の方
向を誤りかねません。両方をバランスよくこな
すのは難しいものです。
今年度は私の船頭稼業最後の年であったこと
から、最初にこんな事を言ってから授業を始め
ました。これが最後の渡しだから、舟から落っ
こちないように。落っこちても救い上げられな
いんだから、と。そう言いながらも、この渡し
を最後に、舟を流れにまかせて川を下り、波間
を漂ってでも、椰子の木の生い茂る南の島にた
どり着きたいと思っていました。今年65のおじ
いさんが……？と思われるでしょう。確かに、
幼稚園で習った‘村の渡しの船頭さん’の童謡
がふと頭をよぎりました。　
昨年5月、ジャイカ･シニアボランティアの
募集パンフレットの中に､‘パスツール研究所’
‘微生物学’の二つのキーワードを見つけたと
きは目を疑いたくなりました。なにしろ、この
40年間いつも、大きくなったり小さくなったり
しながらも、私の
脳細胞の中に住み
ついていたキーワ
ードだったのです
から。これまでに
訪問した南太平洋
や東南アジアのパ
スツール研究所を
思い浮かべながら、ちゅうちょなく応募するこ
とにしました。そして，夢見心地のうちにいつ
しか南の海を通りすぎ、地の果てモロッコに流
れ着きました。
タンジェーに到着してもう3か月になります｡
市街地にあるアパートから、混雑するスーク
の雑踏を抜け、ジブラルタル海峡を見はるかす
丘の上にある研究所に通う毎日を過ごしてい
ます。ときには貧民街にある無料診療所にで
かけ、感染症の医療現場で勉強させてもらう事
もあります。自分の専門領域とは言いながら、
大学の研究室だけで育った私には、まだまだ知
らない事が一杯です。自由な身分を享受しなが
ら思いのままに活動できることを感謝していま
す。
アル･ハムドゥリッラー(おかげさまで)！
2005年2月　タンジェーにて
退任教授挨拶
微生物学講座 教授　瀬 戸 　昭
タンジェーの落日
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滋賀医科大学の皆さん､本当に永らくお世話
になりまして、有難うございました。
私は昭和54年6月に小児科の助教授として本
学に就任いたしました。平成３年から平成８年
まで５年間京都府の宇治保健所長を勤めまし
たが、この5年間も週1回小児科の“代謝・内
分泌外来”を担当させていただきましたので計
26年近く本学に通勤したことになります。
そして、平成８年４月に宇治保健所から、平
成６年に開校されたばかりの滋賀医大看護学科
の地域看護学講座教授として着任しました。就
任当初、口の悪い医師から「看護師に４年制の
大学教育が必要なのか」という話を聞かされま
したが、さすがに今そんなピントはずれのこと
を言う医師はいなくなりました。
しかし、医学と看護学はどう違うのでしょう
か？看護学は新しい学問分野ですが、既に独立
した学問分野としての地位を獲得しています。
にもかかわらず、未だに看護の人は医系の人に
対する反感が強いのです。
臨床ではパラメデイカルという語は死後とな
り、全てコメデイカルに変わりました。いろい
ろな職種の人の協力で病める人の治療、健康な
人のヘルス・プロモーションを達成しなければ
ならない時代となりました。職種は違っても目
的は同じです。小児の生活習慣病も学校の“総
合学習”に入りこま
ないと治療できない
と考えています。
看護師の仕事、看
護学の発展に医学の
知識は必須です。看
護学科と医学科とを
併設する滋賀医大はこの利点を大いに利用すべ
きです。看護学科学生と同様に、医学科学生に
とっても看護学を知っている必要があります。
本学看護学科も創立10周年を迎え、4月よ
りは新しい10年に向かって進んでいます。幸
い、若い、立派な、やる気のある教授が相次い
で就任してこられました。医学科、看護部とも
力を合わせて優秀な“看護実践能力”を備えた
看護師、保健師を養成していただけると確信し
ています。
4年制看護学科は全国で101校となり、法人
化を迎えた滋賀医大看護学科は存亡の危機に面
しています。平成17年度より新たに助産師課
程が設置されますが、学部のさらなる充実と大
学院修士課程の充実、後期博士課程の開設も視
野に入れ、卒業生が喜んで戻ってくるような大
学院を夢見ています。
皆様のお力で理想の看護学科となりますよう
願っています。　
退任教授挨拶
地域生活看護学講座 教授　大 矢　紀 昭
医学　VS　看護学
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1961年、京都大学の看護学
校を卒業して早くも40年余り
が経過しました。
私が本学に就職したのは
1984年で、最初は病棟師長と
して、その後は副看護部長として教育や業務を
９年間担当してまいりました。
病棟師長当時、たまたま術後ケアをさせて頂
いた患者様は、今でも外来受診時には、廊下を
歩く看護学生に「Ｍおばあさんから、先生によ
ろしく」と近況を伝言されます。定年というの
は、そういう患者様との別れでもあります。
さて、本学は私にとって一番長く働かせて頂
いた職場です。病院にあって業務を担当してい
た当時は、看護師不足で、看護師の募集のため
富山や高知まで事務系の方と一緒に足を運んだ
ものでした。
1992年、当時の学長の佐野晴洋先生と岡田慶
夫病院長から、本学が看護学科を開設するこ
と、そのために病院の看護師の中から､「一人
ぐらいは看護学科の方に行っていただき、臨床
と大学の橋になってもらいたい」とご指示があ
りました。
更に、本学の看護学科開設に向けて、専門教
育課程が始まるまでＳ短期大学に看護系教員と
して赴任することになり、全く想像もしていな
かっただけに戸惑いながら教職に就いたのが昨
日のように想い出されます。
1994年には本学に看護学科が開設され、翌年
から非常勤講師として短大の仕事と兼務して臨
床看護活動論Ⅰを担当致しました。学年進行と
共に1996年に再び本学に戻ってまいりました。
1998年４月、それは忘れ難い年です。本学の
卒業生15名が実習中いつも身につけていたブ
ルーと白のストライプのエプロンをはずし、白
のユニホーム姿で初めて附属病院看護師として
看護業務に携わることになりました。それは看
護学教育という本学にとって初めての困難な計
画に関わった者たち一同の大きな喜びでありま
した。
また、この年、竹尾惠子教授を中心に進めら
れてきた大学院修士課程も開設され、卒業生の
中から進学する学生も出ました。以来、看護学
科開設から10年を迎えた現在、病院や施設で実
践を積んだ卒業生たちが教員として母校に戻り､
看護学生の教育に当り始めています。彼女たち
は在学生たちの良きモデルとなっています。
開設10周年を経た今日、私たちの大学におけ
る看護学教育の拡がりを目のあたりにでき、長
く本学で働かせて頂いた大きな喜びを感じてお
ります。
最後に、学生の皆さまに私が真実だと思って
いる次の言葉を贈ります。
｢逃れたい情況の中に置かれた時、右往左往
したり、逃避したりするのではなく、人間らし
くこれに対応し、困難を救う手立てをさぐり、
そのために役立つ智恵、力を身につけて行くこ
とは極めて大切なことです｣（富田和久先生よ
り)。本学で看護学を学ばれた皆さんが看護の
現場で、精いっぱい働くことができるようにと
願っています。
臨床看護学講座 教授　徳川 早知子
退任にあたって
退任教授挨拶
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私がローマ大学の人類解剖学講座を初めて
訪れたのは、2004年9月10日のことでした。
イタリア人の気質を甘く見ていた私は、道行
く人に何度も場所を尋ね、その度に気楽にま
ったく違う場所を教え
られ、それでもやっと
たどり着いたそこは、講
座という名前に似つかわ
しくない本当に立派な建
物で、ローマの街にめぐ
らされている城壁ととて
もマッチしていました。
緊張しながら足を踏み入
れるとすぐに学生らしき
人が声をかけてきて、教
授室に案内してくれまし
た。心臓が口から飛び出
る思いで部屋に入ると、
レンダ教授がとても温か
く迎えて下さいました。
私がローマ大学を自主研
修先に選んだのは、率直
なところ､「イタリアに
行きたい！」の一心から
だったので、お世話をして下さった分子神経
科学研究センターの木村宏教授からも、ローマ
ではその旨をはっきり伝えなさいと言われてい
たのですが、私がそのことを説明する暇も与え
ず、レンダ先生は次から次へと私の2週間の予
定をたてて下さり「心配ないよ｡」とおっしゃ
ってくれました。一抹の不安を覚えながらも先
生の優しさに感動して、宿泊先である修道院へ
と帰りました。
翌日からは、解剖の口頭試問の様子を見学し
たり、研修医による産婦人科のプレゼンテーシ
ョンを見学したり、シモーネという陽気で親切
な技師さんのもとで実験をさせてもらったり、
向こうでの友人に附属病院や大学を案内しても
らったりピザを食べに行
ったり、また、日曜日に
はアッシジやチボリとい
った郊外に足を伸ばした
りと、瞬く間に2週間は
過ぎてしまいました｡
当初は私１人が帰国す
る予定でしたが、レンダ
先生も本学の開学30周年
記念式典にご出席される
ために私が日本へ帰るの
と同じ日にいらっしゃる
ことが分かり、結局、式
典、シンポジウムも含め
て10月3日まで一緒に過
ごすことができました。
そんないきさつか
ら、私もそのシンポ
ジウムに参加させて
いただくことになっ
たのですが、中国、
カナダ、フランス、
イタリア各国からい
らっしゃった先生方
のスピーチを拝聴し
たり、懇親会では大
勢の方々の前で即興
で海外研修の感想を
英語で述べることになったり、また、普段講義
を受けている先生方と一緒にお酒を飲んだりす
ることができ、またとない体験はとても有意義
でした。
私にとって、ローマ大学で過ごした日々は、
何もかもが新しい経験で、何ものにも代えが
たい宝物となりました。ひとりで海外に滞在す
るということは初め
てだったので不安で
いっぱいでしたが、
思いきってこちらか
ら心を開けば、みん
な楽しく接してくれ
ますし、すばらしい
人間関係を築くこと
ができるのだと感動
しました。この文章
が、少しでも4回生
の自主研修をイタリ
アに限らず海外で行うことを考えている方の背
中を押すことになれば嬉しいです。
最後に、私にこのような機会を与えて下さ
り、実験のみならず多方面に亘って親身になっ
てご指導していただいた木村宏教授をはじめ、
分子神経科学研究センターの方々に心から感謝
を申し上げます。ありがとうございました。
医学科 第４学年　松 原 由 歩
ローマでの自主研修
左がレンダ教授、右がシモーネ
大学構内にある女神ミネルバの像。試験の日に
顔を見ると試験に失敗するというジンクスがある。
講義の様子
 友達との記念写真(中央前が筆者）
キャンパス ライフ キャンパスライフ
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凌　志強（LING ZHIQIANG)
大学院博士課程1年　
国立民族学博物館とユニバーサルスタジオジ
ャパン(ＵＳＪ)との見学旅行の収穫は、人類民族
学と伝統をたどり、自然からの教えを学ぶこと
ができたことです。そのうえ、映画の世界に飛
び込み、その不思議さを感じ取れました。今回
の見学を通して、自分の視野を広く開拓でき､
自分の留学生活を豊かにすることができました｡
石　 （SHI KUN)
大学院博士課程4年　
国立民族学博物館では、展示内容がとても豊
富で、滞在時間を短く感じました。もっとゆっ
くり見学したいくらいで、その点残念でした。
参加した留学生みんなでＵＳＪを楽しむこと
が出来たのは、本当に良い思い出になりまし
た。特に私は、今年うちの４歳の子供が来日し
て、今回の見学バス旅行に一緒に行けたことが
すごく嬉しかったです。
アトラクションで並んでいる間も村山さん､
学生課の方々と楽しい会話ができ、待ち時間も
短く感じるほどでした。みなさん、本当にあり
がとうございました。
毎年恒例となっている外国人留学生を対象とした見学バス旅行を､今年度は12月9日㈭に実施し、外国
人留学生、外国人研究員及びそのご家族並びに国際交流担当の村山理事や引率職員、合せて総勢25
名が参加しました。
今回は、午前中に国立民族学博物館、午後はユニバーサルスタジオジャパン(ＵＳＪ)と、盛りだくさん
な内容でしたが、参加した皆さんは博物館では様々な異国文化に触れ、またＵＳＪではいろいろなアト
ラクションを観賞し、映画製作技術に触れ、映画の世界の不思議さを体感することが出来ました。
ここに参加者から寄せられた感想の一部を紹介します。
キャンパス ライフ
外国人留学生見学バス旅行について
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去る１月12日(水)に、学生食堂において「新
春国際交流の夕べ」と題した外国人留学生との
交流会を開催しました。
この催しには、外国人留学生・研究生とその
家族、県内の支援団体・ボランティアの方々、
吉川学長をはじめとする学内関係教職員に医学
部学生を加えた総勢74名が参加しました。
留学生等による自己紹介、来賓代表として滋
賀県国際協会常務理事の中西與志治様のご挨拶
に続き、学生混声合唱団の歌唱、空手道部の
「形」の披露、板割りのアトラクションがあり
ました。和やかな雰囲気の中、メニューには滋
賀県名物の鮒寿司、バングラデシュからの留学
生による手製のチキンカレーも振舞われ、参加
者全員舌鼓を打ちました。
最後は、全員で「琵琶湖周航の歌」を合唱
し、笑顔の中で記念撮影を行い、交流を一層深
めました。
｢国際交流の夕べ」交流会に参加して
郭　　釗：(Guo Zhao)　研究生
１月12日、滋賀医科大学で留学生のための
交流会が開かれました。大学の事務の方々を
はじめ、先生方、滋賀県の親善ボランティアの
方々が参加されたので、いろんな人と話をし、
交流を図るとても良い機会となりました。パー
ティーでは、おいしい食べ物をいただくことも
でき、私たち留学生が自己紹介をする時間も設
けていただきました。また、空手道部の学生が
空手の演技を披露してくださり、興味深く楽し
みながら見せていただきました。私たち留学生
は、これからもこのような交流会が開催される
ことを心より楽しみにしています。
キャンパス ライフ
留学生交流会
｢新春国際交流の夕べ」を開催
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去る12月22日(水)午後５時から附属病院の職
員食堂において、学生有志による今回で３回目
となるクリスマスコンサートが行われました｡
クリスマスにちなんで､「ジングルベル｣、
「サンタが町にやってくる」のスタンダードナ
ンバーから、映画〝ハウルの動く城〞の「世界
の約束｣、テレビドラマで人気の〝冬のソナタ〞
のテーマから「はじめから今まで」など多くの
曲が演奏されました。
当日は、入院患者さんをはじめ100名以上の
来聴者があり、皆さん病院の中であることを忘
れさせるような演奏に聞き入り、楽しいひとと
きとなりました。
キャンパス ライフ
院内クリスマスコンサートを開催
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“私の学生時代”との原稿依頼を受けました。
18才の頃というとさっと計算できないくらい年
月が経ってしまいましたが、記憶を辿っていき
たいと思います。
まだまだ寒い4月の初め、弘前に着いた私は、
弘前大学教育学部特別教科(看護)教員養
成課程に入学し、4年間の学生生活
をスタートさせました。今では､
「教育学部ですか？、なぜ弘前
ですか？」と聞かれますが、当
時、看護学を学べる大学は、全国
で10大学程度しかありませんでした。
大阪で生まれ育った私には、弘前という
静かすぎる田舎町、英語の方が理解しや
すいと思う程の方言の中で､「一人暮ら
し・大学生活を満喫するぞ！」との意気
込みもどこへやら、カルチャーショック
でした。でも、元来あまりくよくよしな
い性格であり、看護課程の18名の同級生の殆ど
が他府県出身であることを知り、元気づけられ
活動を開始しました。
大学時代を一言で言うと、講義、看護学実
習、教育実習、サークル等“よく学びよく遊ん
だ”4年間でした｡1年生では受講可能な教養科
目を学び、ひたすら出席だけはしていましたの
で他学部の学生からもノートは引っ張りだこで
した。“旅の会”というサークルに所属しヒッ
チハイクもしました。また、日曜日には下宿先
のりんご農家のアルバイトをしました。人工授
粉、りんごの袋かけ、袋取り、りんごもぎ、箱
詰めとほぼ年間を通した作業はとても新鮮でし
た。お陰で今でもおいしいりんごの見分け方に
は自信があり、弘前での収穫の一つだと思って
います。ねぶた祭り、さくらまつりという文化
にも触れました。２年生からは専門科目の講
義、実習等と厳しくなりました。看護の講義の
殆どを18名で受けるのですから、欠席どころか
ボーとしていても目立ちました。基礎看護学の
教授の「看護とは何か」の講義に、自分の想像
以上に深い看護学に触れ、看護学を学ぶと
いう選択をしたことへの誇りと同時
に不安で身が震えたのを覚えてい
ます。講義や実習を通して、教官
は、私たち学生に常に看護観、看
護者・研究者として
の姿勢、学生に寄せ
る期待を示し、｢あな
たはどう考えるか｣と
いうメッセージを送
られていました。私
たち学生も必死で考
え、それを実習での
ケアや卒業論文とい
う形にしたり、研究室を訪れては教官や仲間と
議論をしていたように思います。今から考える
と、当時の看護界を背負っておられた教官から
直接指導を受け、教官の熱い思いに触れられた
ことは幸せであり、私の出発点です。
今まさに学生時代を送っている学生さん達に
は､「○○の看護」を学ぶ以上に､「自分ならこ
う考えるんだけど、どう？」と話しをする機会
を自ら持ってほしいと思います。正解のない議
論、でもその中でしっかりと悩むことは大切で
はないでしょうか。
●プロフィール
専門は小児看護学。研究テーマは、被虐待児・虐待者の
ケアと虐待予防で、博士論文では虐待の連鎖を取り上げまし
た。現在、大阪の児童虐待防止協会で活動中で、子育てに難
しさを感じる母親の声に寄り添いたいと思っています。
前列左端が筆者
前列左から4人目が筆者
キャンパス ライフ
弘前での出会い
臨床看護学講座 教授　楢木野 裕美
◆私の学生時代
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後、御礼にうかがったところ、講義は面白くな
いだろう研究室で研究でもしてみたらどうかと
誘われ、渡りに船と研究室に出入りする事態に
なった。安平教授からは、１年後に新しい建物
が建ち引っ越しするので、その時に組織培養を
研究室に導入したいので、一年ほど放射線基礎
医学教室を紹介するから、培養技術を習得して
きて欲しいと言われ、そのまま放射線基礎医学
教室に出入りし始めた。その頃、本学生物学教
室の土井田幸郎元教授が、助手でその教室に居
られ、色々と教えて
頂いた。新しい建物
の設計時には、自分
の思うように培養室
を設計し、必要な機
材も予算制限もなく
注文させてもらえる
のどかな時代であっ
た。この様な調子で
あったので、殆ど講
義には出ず、当時は
現在のように講義資
料の配付はないので、タイからの留学生の真面
目で仲のよかったチャリッ君から講義ノートを
借り、安平教授の秘書にこれを写してもらい、
6回生になると学園紛争で講義はなく、試験
もなく、レポートのみで単位の認定を受け、そ
のレポートも秘書に書いてもらいパスする状態
で、文学部出の秘書の知識で単位の貰える嬉し
い時代であった。お陰で、その秘書は、現在は
私の妻となっており、今でも何かと雑用の世話
になっている。
講義は苦手であったが、ポリクリや実習は大
好きで真面目に出席していた。外科のポリクリ
では、当時、助手の小澤和恵前学長に手術記録
についての安直を教わり、研修医の時に実行し
て先輩にひどく叱られ、後年、前学長に文句を
言ったら、「そんな事を言ったかな」と言われ
無責任だなと憤慨したことがある。新しくなっ
た結研で、培養した細胞を必要に迫られ電子顕
微鏡で撮影し、講義ではなく生きた組織学の勉
強ができた。また研究室にあった組織標本をの
ぞいて興味があると教室員に教えを乞い、講義
は出なくとも充分に研究室でも勉強ができた。
その当時、結研の講師であった岡田慶夫元学長
には、学生が電顕を使うのは良いが、壊すなよ
とよく注意されていた。
私の学生生活は脱線の連続であった。しかし
思うに、何故に勉強
が必要かを認識し動
機付けができれば、
自主的に勉強する方
が遥かに短時間でマ
スターでき苦痛はな
い。講義は、遠回り
であると実感してい
る。現代の学生諸君
は、何故必要かもわ
からず動機付けも出
来ないままに、お仕
着せで講義を受けさせられ、知識のみを習得さ
せられ気の毒に感じている。学生諸君は興味の
あることに積極的に挑戦し、そこで必要と自覚
した学問を自分で勉強し知恵を得る方が遥かに
有意義であり楽しい勉強法と、私の経験から感
じている。
また、学生時代に教わった教師は、私の歳に
なっても教師と学生の関係は崩れず、今でも叱ら
れながら助けて頂いており、人生で重要な人間関
係が学生時代に構築されたと実感している｡
●プロフィール
卒業後は心臓血管外科医を希望し京大第二外科に入局し
た。学生時代の比叡山の修行経験を生かして、京都・元慶
寺の住職をしながら二足の草鞋で、大学院終了後は２年弱
を滋賀県立成人病センターで、その後滋賀医大第二外科を
経て、決して希望したわけではないが、その後も一貫性の
ない人生を歩み、附属病院救急部から、現在は看護学科臨
床看護学講座で臨床医学を教えている。
私は物作りに興味があり、高校卒業後は迷わ
ずに京大工学部に進学した。しかし、生来、
講義が嫌いで語学の才能がなく、当時、教養の
ドイツ語の教授であった本学の初代の佐野利勝
副学長に単位を落とされ
て、落第はしなかったが
1年間余計にドイツ語を
履修し、その後は３回生
まで恙なく経過した。
３回生の夏休みに、現
場が見たくて工場実習を
希望し、三井系の大きな
製作所に２週間ほどお世
話になり、現場の人達と
触れる機会があった。そ
の人達と話していると、
大卒の技術者との待遇の
差や将来性の話を聞き矛
盾を感じ、正義感から実
習終了時に会社に提出す
るレポートで、お節介に
も待遇問題を批判してし
まった。後日、このレポートは教授の元に届け
られており、教授は一言も叱ったり、注意はな
かったが、指導教授には非常に迷惑をかけたこ
とを実感した。教授に迷惑をかけて就職の世話
をお願いするのは潔しとせず、自分で将来を切
り開こうと無謀な決心をした。
無い知恵を絞り可能性を考え、
１）家業を継いで坊主になる。
２）国家公務員になる。
３）当時、京大・医学部は３年次編入制度が
あったので医学部に編入学し医師になる。この
３つの選択肢を思い付いた。そこで４回生にな
り、１)を実行すべく、比叡山の横川で夏休み
の１ヶ月間を、同じく１ヶ月間を比叡山西塔釈
迦堂で修行をして住職の資格を得た。写真は、
その際に指導を戴いた釈迦堂の輪番で、現天台
座主の渡辺恵進師との
スナップ写真である。
しかし、20歳代初頭か
ら丸坊主で没世間の生活
も嫌で、将来は別として
当時は１)の選択を断念
した。２)については、
同じく４回生の時に国家
公務員試験上級甲種を受
け合格したが、成績は上
位三分の一であり、当時
は少なくとも上位一桁の
成績でないと駄目と言わ
れて、２)も断念し、結
局、３)の選択肢を選ぶ
ことになった。
医学部に進み授業を
受けると、理論ではな
く覚えることのみで、しかも京大・医学部の教
授は、伝統的に講義はサービスの感覚で、わか
らせようとする意図は全くなく、興味が持てず
に次第に授業から遠のいていった。四回生にな
り病理学が始まり、蛍光抗体法で有名だった濱
島義博教授は、講義の持ちコマの半分を学生に
与え、学生が課題を企画し、学生が学内の第一
線の研究者と交渉し、講演をしてもらう形態を
とっていた。私は遅延型アレルギーの担当にな
り、その頃汚い長屋のような結核胸部疾患研
究所（結研）の病理部の安平公夫教授が専門家
と聞いて交渉し、講演をしていただいた。終了
キャンパス ライフキャンパス ライフ
私の学生生活
◆私の学生時代
臨床看護学講座 教授　田 畑 良 宏
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うが、そんなことは本当にごく限られた人
にしかできない芸当なのではないかと思いま
す。一度教壇に立てば判ります。
学生時代はひとそれぞれなのでしょうが、
信頼されうる人間であることが大切だと思い
ます。臨床実習では、教科書を読めば得られ
る知識以外(国試対策だけにとどまらず)のこ
とにもっと気づいてほしいと思います。医師
は知識だけでなく、やはり仁術の部分もあるの
です。
教科書的には治療の対象にならないような
患者さんもたくさん来られるのです｡「もう来
られても仕方ない」と言う前に、なぜこの人
は治らないと判っていても通うのかを考えて
みてあげてください。その人の心にとっては
無駄ではない場合があるのです。そして、考
えてみてください、医師になったときに、同
級生は自分に診てほしいと思うかを。みなさ
んいかがですか？
●プロフィール
滋賀県生まれ。滋賀県立の高校卒業後、大阪医科大学
に入学。平成５年に滋賀医科大学眼科学教室に入局。専門
は弱視、斜視をはじめとする小児眼科。また、低視力者の
Quality Of Visionのためにロービジョンケアにも取り組ん
でいる。
私は大阪医大で学生生活を過ごしました。
本学の方とは学生生活で記憶を共有できる部
分はないのですが、ここに私の学生時代の思
い出を紐解いていきたいと思います。
大阪医大はとにかくクラブ活動が盛んでし
た。その当時は西医体や全医体までも好成績
を残すクラブもいくつかありました。私はバ
スケットボール部に属し、週3回はボールを
追いかけていました。滋賀医大のバスケット
ボール部とは、先輩同士が友人だったのでよ
く交流試合をしました。ここの体育館にも
よく訪れたものです。体育会系だったので上
下関係はとにかく厳しかったです。試合時の
買出しや荷物運び、夏合宿の洗濯を始めとす
る雑用はすべて１年生の仕事でした。試合後
に飲み物を買ってくるように言われ、それを
６年生から順番に探し出して配れといわれた
ときにはびっくりしました…しかしクラブを
はなれると、先輩方はとても楽しく優しい人
ばかりで、いい仲間に巡り会えたと思ってい
ます。幹部学年の５年生にはキャプテンを務
めました。この幹部学年が最も楽しかったで
す。今思い出すと、様々な思いがよみがえっ
てきます。最後の西医体で敗退が決まったと
きは後輩たちが駆け寄ってきて泣いてくれま
した。学生時代のクラブという学年を超えた
つながりは今でも大切にしています。
しかし、クラブに入らなくとも学生時代に
は大切な友人を作ることができます。私にも
クラブはばらばらでしたが、親友と呼べる友
人が何人かできました。滋賀とちがって大学
のまわりには喫茶店がたくさんあったので、
よく友人と何時間も話していました。土曜日
には(そのころは土曜日にも講義がありまし
た)、お昼ご飯、３時のケーキ、晩ご飯と、
同じところにずーっと居座っていたことがよ
くありました。今から考えると、何時間も何
を話していたのかと思いますが、実際そうだ
ったのです。友人との長電話もしばしば、親
に「そんなに長く話すのなら会って話して来
い」とよく叱られました…今の学生は携帯が
あるしメールもあるし、以前に比べて会って
話すようなことは少なくなっているのではな
いかと思います。
試験前には過去問コピーに奔走して、結局
コピーを集めることで満足してしまい、あん
まり勉強できずに試験に臨むことが多々あっ
たように思います。私も授業をサボっていた
教科もあるのであんまりえらそうなことは言
えませんが、時々講義をする立場になってか
らは、なんと失礼なことをしていたのかと思
います。学生さんには判らないかと思います
が、講師は授業のために多くの時間を費やし
て、学生のためになる授業をしようと準備し
ているのです。なら、もっと眠くならないよ
うな授業をすればいいと思う人もいるでしょ
ポリクリの仲間と附属病院1階の中央エスカレーター前で
左から2人目が筆者
バスケットボール部の部員達と
前列左から3人目が筆者
キャンパス ライフキャンパス ライフ
◆私の学生時代
学生時代を振り返って…
眼科学講座 助手　小 田 早 苗
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｢Debateをやってみたいんです｡」18年前の春､
晴れて滋賀医大生となった私はESS(Engl ish 
Speaking Society)を訪ねました｡アメリカの
高校に留学していた際、speechの上手な友人か
らdebateで話術を磨いていると聞いたので、是
非やってみたいと思っていたからです。それま
でのESSは英会話中心の活動をされていたので
すが、幸いにも興味を持ってくださった先輩方
とともにdebateを始めました。
｢米の輸入を自由化すべきである｣「首都機能
を地方に移転すべきである」等のテーマについ
て、肯定側、否定側の両者の主張ができるよう
に、evidenceを揃えて論旨を組み立て、討論の
練習をしました。WJEMA（西日本医学部ESS
大会)に参加するようになり、ほとんど徹夜で
evidenceを探し、英訳して、準備をしました。
振り返ると自分でも不思議なくらいdebateに情
熱を注いでいたと思います。新しいことを始
めることが楽しかったのか、単に英語が好き
だったのか、はたまた、医学の勉強から逃げ
ていたのか分かりませんが…。その後の研修
医時代に夜通し働きながらも文献を読まなく
てはいけないことがありましたが、debateで培
った体力(？)と集中力のおかげで乗り切ることが
できました。
また、英語を学んでいたことで、得難い経験
もさせていただきました。6回生の夏休みに当
時の佐野学長の御推薦で、ミシガン大学病院で
6週間、臨床実習をする機会を得たのです。
患者さんとの対話、カルテの記載、毎朝7時か
らの回診など、当時の私には新鮮な経験ばかり
でした。アメリカの医学部では上級生になると
日本の研修医と同等の仕事をするようになるた
め、私が6回生だと言うと、いきなり患者さん
から採血するように指示され困ってしまうこと
もありました。この経験は自分に必要な勉強と
経験が何であるかを知るきっかけにもなりまし
た。振り返ってみると、医学の勉強とは別にう
ちこめるものがあったことが、狭くなりがちな
視野と交遊関係を広げることに役立ち、私の学
生生活を豊かにしていたのだと思います。その
とき培ったことが社会人になってからの自分の
糧となっているのだと思うのです。在学生の皆
さん、長い人生の中で学生生活は数年しかあり
ません。今しかできないこと、今だからこそや
るべきこと、やりたいことを見つけ、滋賀医科
大学で充実した時間を過ごしてください。
●プロフィール
1993年　　滋賀医科大学医学部医学科卒業(第13期生）
1993年　　滋賀医科大学第三内科(当時)入局
2000年から病理学第二講座に勤務。現在に至る
二児の母ですが､子育てのほとんどを近くに
住む両親に依存しています。
5歳の娘に｢お母さん､自分でしないとだめよ｣
と言われることも、しばしば…。
キャンパス ライフ
今しかできないこと
病理学第二講座 助手　瀧 北 幹 子
当時のＥＳＳクラブの懇親会で：後列左から２人目が筆者。
◆卒業生から一言
－18 －
SETA  DAYORI  No.67
－19 －
SETA  DAYORI  No.67
早いもので滋賀医大の看護学科を卒業して、
今年の4月でまるまる3年になります。
卒業後は本学附属病院の心臓血管・呼吸器外
科病棟に就職となり、毎日バタバタと病棟を駆
け巡っております(本当は廊下を走っては駄目
なのですが…)。あまりにも一日一日がめまぐ
るしく過ぎていくために､「もう3年も経って
しまったのか！」というのが正直な心境です。
時間が経つのって早いー。
外科病棟ということで、沢山の方が心臓や血
管・肺などの手術を受けに当科へ入院してこら
れます。手術前から希望を持ち前向きな捉え方
ができる患者さんがおられる一方で、家族や医
師に勧められてしぶしぶ手術を同意された患者
さんもおられ、どの方にも出来るだけ手術を受
け入れてもらえるよう心を砕いています。術後
の漠然とした不安については、具体的な説明を
予め行ったりしています。説明を聞いて、「案
外大丈夫そうやなー」と言ってくださる方も多
く、知らないことへの不安が大きいのだなぁと
感じます。
術後の患者さんの状態は術前の身体状態や疾
患の重篤度によって様々に変わり、なかには術
前の説明どおりの経過を辿らない方ももちろん
おられます。そんな千差万別の術後状態にお
いては、多くの知識と的確な判断力そして経験
が必要になってくるわけですが、就職したばか
りの頃は術後すぐの患者さんを前にして「な、
何をするんやっけ！？まずは血圧測定？｣「今の
状態は普通なんか？」と悩んで右往左往する始
末。その上患者さんから「胸がしんどい｣「息
が苦しい」などと言われて、これまた右往左往
といった感じでした。
慌てて狼狽した看護師の姿は、患者さんから
見れば「ちゃんと看てもらえているのか？」と
いう不安にしかなりません。心配そうに私を見
ている患者さんの表情にとても申し訳なく思っ
たものの、今のこの状態についての説明すら出
来ない自分がその時は大変不甲斐なかったこと
が今でも心に残っています。患者さんの不安
を軽減するためには、まず自分がしっかり患者
さんの状態を解っていないと駄目なんだと実感
し、それが出来て初めて精神的な援助にまで手
が回るのだと思い知りました。
就職して間もない頃から随分経った今でも患
者さんの痒いところに手が届くような、理想と
する看護を行えているとは思っていません。ま
だまだ勉強するべきことは多いです。それでも
自分の援助によって患者さんの状態が楽になっ
たり不安が軽減して表情が穏やかになった時、
とても喜びを感じます。忙しい毎日ですが、こ
れからも患者さんの心と身体に寄り添って頑張
って働いていきたいと思っています。
●プロフィール
滋賀県出身。
滋賀医科大学医学部看護学科(第5期生）
卒業後、本学医学部附属病院に勤務。
趣味はインターネットと社寺巡り。
キャンパス ライフ
患者さんの不安を通して
滋賀医科大学医学部附属病院 看護師　岡田　みのり
◆卒業生から一言
右側が筆者
－18 －
SETA  DAYORI  No.67
－19 －
SETA  DAYORI  No.67
私が滋賀医科大学医学部看護学科を卒業し、
附属病院の消化器外科病棟で働き始め、もうす
ぐ丸２年が経とうとしています。私の働く病棟
は外科病棟なので、周手術期にある患者さんが
主となりますが、中でも悪性疾患であるがん患
者さんが多く、手術を受けた後に化学療法・放
射線治療などの治療を受ける患者さんや、ター
ミナル期の患者さんの看護にも携わらせて頂い
ています。
ここには、手術を終え、日に日に元気に回復
していく患者さんと、再発や転移が見つかり、
良くなったり悪くなったりを繰り返しながら、
やがて終末期に入り、徐々に死に近づいてい
く患者さんが同時におられます。働き始めた頃
は、術後元気になって退院されていく患者さん
を見送るのはただ嬉しく、闘病を終え亡くなっ
て退院される患者さんを見送るのは本当に悲し
いという気持ちだけでした。しかし働いていく
中で、元気に退院していく患者さんの多くに、
これから更に外来での治療が待っており、再
発・転移の不安とともに闘病が続いていくこと
を実感し、嬉しい気持ちと同時に「これからも
頑張ってください」という気持ちで見送るよう
になりました。また亡くなっていく患者さん
の場合も、そこに至るまでに本当に一人一人違
った苦しみがあり、背景があり、誰一人として
同じではなく、その方が最期をいかに安楽に、
その人らしく迎えられるかによって、亡くなっ
て送り出す時の悲しみが違うことに気付きまし
た。当然のことですが、その方にとっては最期
の時は一度きりのものです。だからこそ、少し
でもその方が望む形でその時を迎えるためには
何ができるか、何が必要かを考え、少しでもそ
のお手伝いができるよう、患者さん、ご家族と
共に取りくんでいます。自分の無力さに落ち込
むこともありますが、患者さんが喜んで下さっ
たり、私達が想像もしないような強さを見せ闘
病されてる姿をみると、反対に患者さんから元
気をもらっているような気持ちになります。患
者さんやご家族の持つ不安や恐怖、身体的な苦
痛は、それを経験していない私には計りしれま
せんが、その苦痛に寄り添い、向き合い続け、
看護という形で関わり続けていきたいと思って
います。
２年たっても分からないことは多く、経験不
足から充分なケアができていないと感じること
が多々あります。患者さんの苦痛にどう寄り添
っていいのか、どうすれば苦痛を少しでも取り
除けるのか、自分に何ができるのか悩むことも
多いです。そんな時、周りにはいつでも相談に
乗ってもらえる先輩がいて、悩みを聞いてくれ
る友達がいて、忙しい中でも手を止め、共に考
えてもらえることは強い支えになっています。
また大学時代に共に学んだ友達も、職場は違っ
ても同じ道で頑張っています。同じように悩み
ながらも一歩ずつ歩んでいる話を聞くことでパ
ワーを充電できる、とても大切な存在です。在
学生の皆さんも、同じ道に進んでいく友達とた
くさん話をして、大切にしていってください。
まだ２年という短い期間ですが、それでも本
当にたくさんの患者さんと関わらせて頂きまし
た。患者さんそれぞれに様々な背景があり、個
性があり、この仕事をしていなければこんなに
色々な方と関わる機会はなかっただろうと思い
ます。普段関わることのない年代、職種の方々
と話をするのは、それだけでも楽しく、看護を
しながら日々たくさんの学びと元気を患者さん
から頂いています。
もうすぐ新しい採用の方が来られます。日々
進歩する医療・看護の中、学ぶことは多く、私
も初心を忘れないよう勉強していきたいと思っ
ています。これから先、一緒に働くことになる
在学生の方もいらっしゃると思いますが、人と
向き合う看護という仕事を共に学びながら働け
ることを楽しみにしています。
●プロフィール
滋賀医科大学医学部看護学科(第６期生) 卒業後、附属病
院の消化器外科病棟に勤務｡４月から３年目になりプリセプ
ターをする予定で、最近緊張気味。食べ物を与えられると
すぐに機嫌がよくなります。
キャンパス ライフ キャンパス ライフ
看護師としての2年を振り返って
滋賀医科大学医学部附属病院 看護師　木 村 由 梨
ハワイ：パールハーバー
北海道：富良野のお花畑です。
◆卒業生から一言
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領域の図書はそれぞれの分類で配架されてい
ますのでオンライン目録(OPAC)を利用して
ください。予算の範囲でリクエスト図書の受
付も行っています。
２　MMCの利用時間(土､日の午前中を含めて)
を延長してほしい。
　　今年度演習室の利用を19時まで延長しま
した。土日等の延長については予算及び保
守管理上困難です。
３　MMCの利用を24時間にしてほしい。
無人開館となるため利用者との信頼関係が
運用の前提となります。今年度3年生以上に
利用を引き下げましたが、喫煙、飲食、無理
な操作による機器の故障等、残念ながらまだ
充分な信頼関係を築けているとはいえない状
況です。今後のマナーの状況を考慮して検討
していきたいと思います。
●生協関係(生協からの回答です）
１　書店の営業時間を長くしてほしい
　　現在の書籍部の営業時間は、10時から18
時30分となっていますが､午前の授業で必要
な本などがあれば､購買部が8時30分から開
店しているので申し出いただければ職員が
対応いたしますのでご協力よろしくお願い
します。
　　営業時間を拡大するには多くの皆さんの利
用が必要です。生協は組合員である皆さんの
お店であり、生協の運営を含めて皆さんと一
緒に考えていきたいと思っています。
２　書店に一般書を増やしてほしい
　　全国の学生さんたちが好まれる本を現在企
画ものとして時期を区切って取り扱っていま
す。雑誌も皆さんがリクエストする本を置い
ていますが、立ち読みが多く利用があまり伸
びないため十分な取り扱いとは言えません。
皆さんの書籍部であり、気軽に生協職員に要
望していただき充実した書店にしていきたい
と思っています。
３　取扱い商品を増やしてほしい
　　規模やスペースの問題もあり店頭で扱う商
品に制限がありますが、カタログ販売を行っ
ていますのでご利用を。また、旅行サービス
部門を2004年の10月より本格的に立ち上げ
ました。現在、映画のチケットや高速バス、
生協のパック旅行などの受付や手続きを、福
利棟2階の書籍部受付で行っていますので利
用してください。
４　看護学科棟1階にコピー機を
　　コピー機の手配は問題ありませんので、設
置の方向に向けて検討しております。
５　看護学科棟に小さな購買か食べ物の自販機
の設置を
　　看護学科棟に売店は困難ですが､自販機の
取扱い商品を、ジュースのみから食べ物など
に替えることは可能と考えます。また､昼休
みの間などに､お弁当等の販売について多数
要望があれば実験的に行ってもいいのではと
考えます。
６　昼食時の食堂、売店の混雑を解消してほ
しい｡
　　カリキュラムの関係で利用時間が集中し皆
さんには迷惑をお掛けしていますが、福利棟
テラスの有効利用による座席の確保、出食時
間の早いメニューの展開等により混雑の緩和
に努めます。
７　サラダのメニューを増やしてほしい。
　　今後アンケートや試食会を行い、医大に即
したサラダやデザートのメニューを増やして
いきます。
８　少量で安価なメニューを設けてほしい。
　　食器の種類および作業の複雑化という問題
もありますが、小鉢、フライ物、ライス及び
麺類等の少量化および多様化により利用しや
すい価格設定に努めていきます。
９　生協への意見を伝えるアンケート箱を設け
てほしい
　　福利棟入口に一箇所、食堂にも一箇所｢一
言ポスト」を置いています。
ペン・用紙を用意してありますのでお気軽
にご意見をお寄せください。
本学では、教職員の努力と学生の意欲がかみ
合い、双方にとって充実感のあるキャンパス
ライフを創るには、学生諸君の意見や希望を
聴取し、適切に大学の運営に反映させていくこ
とが重要と考え、学長と学生との懇談会を開催
しています。今年度は医学科1年及び看護学科
1年・編入3年を対象に開催され、学生から修
学・学生生活・学内施設に関して多くの意見や
希望があり、関係委員会等で検討を行った内容
のうち、主だった事項について以下のとおりお
知らせします。
なお、学生課入口に「意見箱」を設けていま
すので、意見や希望をお寄せください｡
●教務関係
１　助産師の受験資格を取れるように。
　平成17年度から助産師コースが認可され、
平成15年度入学者(3年次進級見込みの者)か
ら履修が可能となりました。
　なお、平成17年度助産師課程の募集人員は
８名で、試験は４月６日に実施されます。受
験資格、選抜方法等詳しくは募集要項を参照
してください。
２　助産師コースのカリキュラムについて早く
知りたい。
　　カリキュラム・履修方法等は検討中です。
３　講義の準備に時間がかかるため、各教室に
プロジェクターを設置してほしい。
　　講義室にプロジェクターを順次設置の予定
です。
●学生生活関係
１　看護学科棟にインターネットが出来る環境
を整えてほしい。
　看護学科棟4階就職コーナーに、学内ＬＡ
Ｎ対応のパソコンの設置を計画中です。
２　アルバイトを学内ＬＡＮで紹介してほしい｡
　検討を行います。
３　連絡事項は早く伝えてほしい。
　速やかな連絡を心掛けていきます。
４　連絡板を整理してほしい。
　期限切れの掲示物について、細やかなチエ
ックを心掛けます。
５　通学バスが混み合うので増便を
　　新学期の4月から6月は特に混み合い、せ
めてこの時期だけでも増便するようバス会社
に要望してみます。
６　夏休み毎日水泳プールを開放してほしい。
　　経費の有効利用という観点から困難です｡
７　アドバイザー制度は安心できるし良い制度
だと思う。
　　1学年のみの制度ですが、２年次以降も相
談にのっていただけるものと思います。
８　看護学科棟に給湯器または教室にポットが
あればよい。
　　日々の管理方法について課題があり困難で
す｡
９　ロッカーが小さい(更衣室を広く）
　　現行の更衣室の面積からすると止むを得な
いサイズです。
●施設・設備
１　体育館､武道場にシャワーを設置してほしい｡
　　場所と予算を確保のうえ、優先的に設置を
考えています。
２　看護学科棟１階廊下の照明が暗い。
　　改善済みです。球切れの場合は事務室まで
申し出てください。
３　6月に気温に応じて冷房を弾力的に入れて
ほしい。
　　平成17年度からは、7月以前に外気温が28
度を超えた場合は、講義室のみ冷房運転の実
施を考えています。
●図書関係
１　看護系の図書(論文集/専門書)が少ない。
　　今年度はシラバス掲載参考文献を整備し、
看護学科後援会からも助成をいただき充実
を図りました。看護学の分類は「WY」です
が、助産学、心理学、社会学等の看護学周辺
キャンパス ライフキャンパス ライフ
学長と学生との懇談会について
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担当局 項 　　　　　目 合計：収入
内 務 衛 生 費・ 出 店 費
小　計
450,000 
450,000 
外務２ ソフトボールエントリー費
フットサルエントリー費
小　計
49,000 
31,000 
80,000
広 報 広 告 費
ト レ ー ナ ー 売 上
小　計
1,309,000 
1,420,000 
2,729,000
会 計 寄 付 金
小　計
3,625,500 
3,625,500 
本 部 フリーマーケット収入
学 生 課 物 品 援 助
前 年 度 の 繰 越 金
小　計
17,000 
139,355 
1,183,232 
1,339,587
総 計 8,224,087 
担当局 項　　　　　　目 合計：支出
内 務 保 険 料
水 道 代
衛 生 備 品
諸　　　　　費
小　計
98,683
50,610
34,603
28,515
212,411
外務１ 講 演 会  講 演 料
　　　　　　　 諸　　　費
医 学 体 験
医 学 展
看 護 体 験
オープンキャンパス
車椅子レクダンス
諸　　　　　費
小　計
180,000
17,613
28,403
7,711
7,619
16,065
11,730
1,722
270,863
外務２ 動 物 園
ソフトボール･フットサル大会
景　　　　　品　　
ボ ー ル　　
諸　　　　　費　　
映 画 館
小　計
290,033
9,817
18,147
10,710
9,647
1,050
339,404
外務３ 水上ステージ
ゲ ス ト
フ ィ ナ ー レ
ミ ス コ ン
レンタル 30
ア タ ッ ク 30
キングオブエンターテイナー ·アスリート
ベストカップル
前夜祭・閉会式
小　計
2,450,525
1,362,238
177,975
26,344
8,936
5,865
34,544
35,079
95,089
4,196,595
広 報 チ ラ シ
パンフレット
ト レ ー ナ ー
広　　　　　告
ス テ ッ カ ー
ポ ス タ ー
ビ デ オ
写　　　　　真
諸　　　　　費
小　計
27,510
659,270
1,079,820
29,640
19,320
4,480
13,528
4,509
38,121
1,876,198
会 計 振 込 用 紙
領 収 書
寄付依頼発送
諸　　　　　費
小　計
8,190
2,457
193,040
5,029
208,716
渉 外 交 通 費
小　計
8,540
8,540
人 事 諸　　　　　費
小　計
2,330
2,330
本 部
総 計
フリーマーケット
医 局 展
灯　　　　　篭
灯　　　　　油
トランシーバー
諸　　　　　費
事務用品等 (大学援助）
割 引 券
次年度に繰り越し
小　計
8,258
1,045
12,892
1,764
18,522
47,387
139,355
6,950
872,857
1,109,030
総 計 8,224,087
■監査報告■  
第30回若鮎祭の会計監査を行ったところ、
適正かつ正確に運営されていたことを報告しま
す。
第29回若鮎祭実行委員会委員長　
西尾　友宏
■収入
■支出
キャンパス ライフ
第30回　若鮎祭収支報告書 若鮎祭実行委員会
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去る２月６日(日)
午前10時から、臨床
講義棟の臨床講義室
1及び２において、
滋賀医科大学創立30
周年記念リフレッシ
ュセミナーを開催し
ました。
これは、文部科学省による「平成16年度現代
的教育ニーズ取組支援プログラム(現代ＧＰ)｣
に採択された「産学連携によるプライマリ・ケ
ア医学教育」の事業の一環として、県内で一般
診療に携わる診療所等の先生を対象に､“受け
た翌日から診療に役立つ”実践的な講習会を開
催したものです。
当日は、日頃診療所の先生方が困っておられ
る事例について情報交換が行われ、また、最新
の情報や技能の修得のために2つのテーマにつ
いて講演や実習が行われ、多くの先生方が熱心
に受講されました。
近江八幡市民病院小児科部長　
　　　西澤　嘉四郎　先生
「小児のプライマリ・ケア：
　　　小児急性呼吸器疾患(ガイドラインを中心に)｣
「小児の救急医療体制と救急医療：
　　　発熱と熱性けいれんを中心に」
湖東記念病院　副院長
新 谷　 寛　先生他　本学内科グループ
「腹部エコーと頚部血管エコーのこつ」
インフォメーション
滋賀医科大学創立30周年記念
リフレッシュセミナーを開催
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昨年７月に引き続き、本学の研究成果を地域・産業界と共有
することにより、社会貢献のみならず大学のさらなる活性化を
図るため、平成16年12月7日に第３回産学連携クロストーク交
流会を開催しました。
前回は、産業界のご要望(ニーズ)をお聞きしたり、各企業の
ご紹介などを中心として企画しました。
今回は滋賀県経済産業協会との共催として、産学連携の一層
の推進を図り、県下の産業界の方々と交流を深めることを目的
に、主に本学のシーズの発表という形を取りました。
当日は、最初にＪＳＴフェロー野田正彦氏
から「地域からのイノベーション」と題して
の講演があり、続いて本学谷教授等からのシ
ーズ発表会に加え､前回と同様
に本学動物生命科学研究セン
ター等の最先端研究施設の見
学会を開催し、約60名の参加
者が本学の研究者との交流を
深めました。
この度､「国立大学等の授業料その他の費用
に関する省令」が改正されることになり、国
立大学の年間授業料の目安となる「標準額」が
15,000円引き上げられることになりました。
標準額は、昨年４月の国立大学法人化に伴っ
て導入された制度で、各大学は、標準額の10
％の範囲内で授業料の値上げや、据え置き、あ
るいは値下げすることが可能となっています。
本学では、去る12月22日開催の教育研究評議
会において、この取り扱いについて協議いたし
ました結果、教育研究の基盤整備のために国か
ら交付される運営費交付金が、標準額の引き上
げ分だけ減額されることになっているため、今
後、教育環境の整備や学生サービスを維持する
ためには改定せざるを得ないとの結論に達し、
平成17年４月から下記のとおり標準額と同額に
改定することに決定いたしましたので、学生の
皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。
　　　　　 (現行）　　　　　(改訂後）
　授業料　５２０，８００円→ ５３５，８００円　
インフォメーションインフォメーション
滋賀医科大学
第3回 産学連携クロストーク交流会を開催
授業料の改定について
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本学は、去る12月2日、夜間における大学構
内の安全確保のため、医療人育成教育研究セン
ター学生生活支援室の室員及び学生（7名）に
より防犯・安全パトロールを実施しました。
今回のパトロールは、大学構内、駐車場、バ
ス停までの通学路を重点に、外灯の設置状況、
外灯の照明を遮る物の有
無、不審者が潜みやすい物
陰がないか等の調査点検を
行いました。
調査点検の結果、日中は気が付かなかった
が、樹木や植え込みが繁茂し夜間外灯の照明を
遮ったり、不審者が潜みやすい物陰となってい
る場所が多いことが判明しました。このことに
ついて学内の関係委員会において対応を検討す
るとともに、大津市に対して西門バス停附近の
照明の改善について申し
入れを行いました。
課外活動やアルバイト等により恒常的に帰宅
が遅くなり、夜間人通りの少ない路地をひとり
で帰宅しなければならない場合は、痴漢やスト
ーカーから自己防衛するため、防犯ブザーの携
帯を勧めます。
夜間ひとり歩きをする時は、バックの中に仕
舞い込まずにとっさの時に使えるよう防犯ブザ
ーを手に持って歩きましょう。
本__________________________________________________学では、携帯し忘れた学生や、実習等によ
り______________________________________________________________________たまたま帰宅が遅くなる学生に対応するた
め______________________________________________________________________、携帯用防犯ブザーの貸し出しを始めまし
た____________________________________________。どうぞ利用してください。
インフォメーション
防犯・安全対策パトロールの実施
携帯用防犯ブザーの貸出について
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本学では、痴漢やひったくり等の街頭犯罪
が多発する年末年始を前に、12月８日(水)午後
４時30分から約１時間、体育館において「護
身・防犯に関する講習会」と題し、自身の身
を守ることを目的
とした実技指導の
講習会を実施しま
した。
当日は、滋賀県
警、大津警察署員
による管内におけ
る犯罪の実態説明のあと、参加者２人１組と
なって実技講習を受けました。学生、職員計
30余名の参加者は、手をつかまれたり、抱き
つかれたりした場合における逃れ方の習得に
ついて真剣に取り組みました。
豊かな人間性をそなえた医師育成を目指して、社会科学・人
文科学系少人数能動学習の一端として、医学科２年生を対象に
「人間科学研究」の授業が平成13年度に開設されました。
その成果が教育担当馬場副学長の「巻頭言」を得て、2005年３
月に「報告論集第４号」として発刊になりました。
この論集は、研究テーマ選択から資料収集・研究発表そして
報告論文作成まで、受講生が主体的に取り組み、指導教員は必
要に応じてアドバイスをするというシステムのなかから生み出
されたものです。
滋賀県立図書館・滋賀医科大学附属図書館でも閲覧できます
が関心のある方は、下記までご連絡ください｡(無料）
記
　基礎医学事務室　０７７－５４８－２０６１
「護身・防犯に関する講習会」を実施
｢人間科学研究報告論集 第4号」刊行
医療文化学講座（哲学）　早 島 理
インフォメーション
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１）外出時の注意
・風の強い晴天日は外出を控えめに(12時から
15時は花粉飛散のピーク）
・マスク、眼鏡、帽子、スカーフなどの着用
・花粉が付着しにくいスベスベした素材の衣類
の着用
・髪をまとめ、花粉の付着をおさえる
・帰宅時には付着した花粉を払い落とす
・うがいと、早めの洗面・入浴
３）生活習慣への配慮
・疲れをためない
・ストレス解消
・刺激性の飲食を控えた栄養バランスのよい
　食生活
・皮膚をきたえる
２）日常生活での注意
・部屋の換気は慎重に(換気は花粉飛散が少な
めの夜間か早朝が理想的）
・空気清浄機の利用や定期的な室内清掃
・外に干した洗濯物や布団を取り込むときは花
粉を払い落とす
花粉症の季節になりました。今年はスギとヒノキの花粉の飛散量が多
いようです。
さらに暖冬の影響で花粉の飛散開始が例年より早く、飛散量が多く、
期間も長いようです。これまで無症状であった人も新たに症状が発現す
るかもしれません。
最近では日本人の5人にひとりが花粉症ともいわれ、スギ花粉アレル
ギーがその８割を占めています。原因は花粉そのものだけではなく、住
居の高気密性、食生活の高タンパク化、大気汚染、道路の舗装化、スト
レスなどの関与も考えられています。
セルフケア(生活上の注意)とメディカルケア(医学的対応)を適切に行
い、快適な学生生活を送ってください。
４）専門医療
上記のセルフケアを十分に行っても、完全に予防できるものではありません。症状が強いようであ
れば専門医に相談し、メディカルケアを行いましょう。
保健管理センターだより
花　粉　症
保健管理センターだより
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平成17年度 学生定期健康診断・オリエンテーション日程表
4月 ５(火) ６　　　（水） ７　　　(木) ８　　　　(金)
??
??
?????? ????? ?? ????? ??????
医　４ 医　６
??????
看　２ 看　３ 看　４
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
9：00
?????????? ??????? ??????? ?? ???????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??? ??????????? ???????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???????????? ??????????? ??????????
????????? ?????????
10：00 ?????
??????????? ?????????
?????????? ???????????????????????????
11：00
????????? ????????????????? ??? ???????????????? ??????????
???????? ???
12：00
昼　食　・　休　憩 昼　食　・　休　憩 昼　食　・　休　憩
13：00 ????????? ?????????????? ??????? ???
?????????? ???????? ?? ??????????? ??????????? ??????????
??????????? ?????????
14：00
??????????? ??????????? ?????????
??? ??????????? ?? ?????
15：00 ????????????????? ?????????
??? ??????????? ????????? ????????
???????? ??? ??????????????? ???????? ???
16：00
17：00
クラブ紹介 レントゲン車 ２台 レントゲン車 １台 レントゲン車 １台
?
?
１　｢測定」は，血圧・身長・体重・体脂肪率の自己測定を示す。
２　新入生・看護学科３年次編入生
４月５日（火）のツベルクリン接種時に健康診断票、検尿スピッツ、を配付する。
検尿スピッツは４月６日（水）の新入生研修（学内）会場前に提出、健康診断票は健康診断終了後、胸部Ｘ線受付場所へ提出
３　在学生
検尿は健康診断日当日に採尿し，胸部Ｘ線受付場所へ提出
４月１日(金)からでも，「測定」のみは随時実施可能
当日に尿提出できない者は４月１１日（月）から１５日（金）の９：００～１５：００に保健管理センター処置室前に提出
保健管理センターだより
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●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、
勢多が多用されている。それに勢多は「勢（いきおい）が多い」とい
う佳字名称である。従って、いきおいが多かれと願う本学関係者の想
いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
勢多だより　No. 67
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編集後記
平成16年度最後の勢多だよりNo.67を卒
業式前に発行することができました。滋
賀医大開学30周年・看護学科開設10周年の
アニバーサルイヤーに卒業式を迎えられる
皆さんに、母校からのささやかな餞として
本号をお贈りしたいと思います。これから
は医療人として社会で思う存分にご活躍さ
れることを願っています。また、滋賀医大
の卒業生として、母校が更に発展するよう
に、どうぞ力強くご支援下さい。
在学生の皆さんには、これからも多彩な
学内情報の発信源として「勢多だより」に
親しんで頂きたいと思います。どうぞ、編
集部にご希望やご意見をお寄せ下さい。
編集委員長　今本喜久子
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